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「
心
も
と
け
て
」

の
詰
み

西
荘
文
庫
旧
蔵
の
辱
柏
集

同
葉
集
手
話
十
一

「
火
気
」
・
「
如
」
の
訓
な
ど

一一一
ロ
守

寸・

芦
が
散
る

「
青
雲
の
星
れ
ゆ
き
月
を

「
紀
之
許
能
暮
之
」
考

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵

皇
極
紀
童
謡
の
実
体

高
葉
集
に
お
け
る
助
調
「
を
」

奈
加
担
考

竹
岡
氏
の
抹
手
折
考
を
よ
み
て

十

国
守

四

あ
ま
の
ひ
つ
ぎ
考

わ
ぎ
う
た
考

拾
遺
集
の
寓
葉
歌

七
五
調
の
成
立
に
就
い
て

「
水
烏
ニ
四
毛
有
哉
」
其
他

越
の
俗
語
あ
ゅ
の
風
考

竹
取
翁
歌
と
孝
子
伝
原
穀
説
話

二

考

「宇

本
と
西
本
願
寺
本
上
田
小
島

(
下
)

佐沢吉橋大
竹潟永川野

昭久 時薙
広孝登雄照

第

茸

ロ
守

寸・

ジ
に
つ
い
て

上
代
の
歌
成
立
の
一
形
態

中
守
家
持
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て

に
つ
い
て

大
伴

風

れ
て
」
沢
潟
久
孝

井

手

至

大
浜
厳
比
古

土

橋

寛

諏

訪

嘉

子

吉

永

登

真

鍋

次

郎

話
十
三

い
も
と
あ
り
し
時
は
あ
れ
ど
も

早

河

に

居

る

鳥
.， 
J、
号

寸-

集
の
神
宮

高
葉
語
「
ハ
タ
」
の
周
辺

浦
島
の
歌
に
見
え
る
玉
健
の
タ
ブ
ー

発
担
に
つ
い
て

代
名
調
「
し
」
に
つ
い
て

「
阿
加
古
比
須
奈
牟
」
私
按

葉
集
講
話
十
四

奥田武
村辺国

恒幸祐
哉雄吉

木

下

正

俊

三
辺
清
一
郎

西

野

貞

治

沢

潟

久

孝

本
田

「

伊

予

の

私

考

集
読
添
訓
索
引

七

ロ可

十

埋
も
れ
た
言
語
と
埋
も
れ
た
訓
話

五
八

橋
本
伊
藤
吉
井
吉

永

登

北

山

茂

夫

沢

潟

久

孝

大
浜
厳
比
古

山

田

弘

通

い
ま
の
を
つ
づ
考

「
足
荘
厳
」
と
「

「
宇
多
我
多
毛
」
割
記

「
む
き
さ
ぴ
は
木
ぬ
れ
求
む
と
」

黒
人
の
「
旅
に
し
て
」
の
歌
の
訓
釈

「
し
ひ
が
た
り
と
い
ふ
」

「
神
之
諸
伏
」
の
訓

「
毛
無
乃
岳
」
の
訓

町
々
も
の
を
お
も
へ
ば

考
へ
ら
れ
る
訓
詰
一
つ

「
恋
故
に
こ
そ
」

百
人
一
首
の
柿
本
人
丸
の
歌

地
庭
不
落
の
訓
に
つ
い
て

角
の
ふ
く
れ

碓
氷
の
坂
を
越
え
し
だ
に

う
つ
ら
う
つ
ら
考

四
博郎

意英
之夫

西
野

宣雅忠久正 貞
朗一雄孝俊敏治

志
賀
白
水
郎
歌
十
首

相
聞
の
系
譜

朝
歌
考

服
曽
比
猟

大
伴
乃
御
津

高
葉
歌
枕
に

寓
葉
集
読
一

1¥ 

国
守

十

沢木
潟下

武
矢智

す
号|る
疑
問

亀
井

孝

山山井伊小春伊沢森吉阪正武
崎田手藤島日丹潟本永倉宗田

大春
坪日

憲政末久治
之治雄孝吉登

孝
雄至

併和次
治男郎

沢

潟

久

孝

伊

藤

博

中

塩

清

臣

佐
藤
喜
代
治

風
巻
景
次
郎

大

井

二

郎

矢

宣

朗



十

九

号

巻
第
十
七
、
巻
第

十
八
の
書
写
上
の
異
聞
を
め
ぐ
っ
て

人
麿
の
反
歌
一
首

高
葉
集
講
話
十
五

語
り
つ
ぎ
言
ひ
つ
ぎ
ゆ
か
む

一一
十

国
守

立
山
と
片
員
川
」
自
の
一
稿
本

話
十
六=

十

号
一

神

堀

忍

荒

木

良

雄

佐

竹

昭

広

沢

潟

久

孝

大
浜
厳
比
古

木
下

沢中
潟村

大土
坪橋

沢吉大
潟永谷

寸・

号

正
俊

阪
倉

反
語
に
つ
い
て
人
等
の

記
名
歌
に
つ
い

て巻
十
五
に
対
す

阿
胡
行
宮
致

考

神吉沢浅松山
堀井潟見田田

記
紀
の
古
さ

瑞
枝至徹

八

明
日
香
川
川
淀
さ
ら
ず
立
つ

異
伝
発
生
の
あ
る

の

=

十

三

号

久幸
孝彦誠清

の
あ
ま

古
今
和
歌
六
帖

人
麻
日
の
表
現
と
史
実

「

来

す

」

と

「

越

す

」

木

下

高

葉

集

講

話

十

九

沢

潟

敦
埠
石
室
の
仏
説
延
寿
命
経
に
つ
い
て
西
野

に
つ
い
て

久寛併
孝登治久治寛

=

十

四

号

の
「
見
」

七
夕
歌
と
柿
本
人

柿
本
人
目
の
世
界

清
水

沢

久

孝

大

野

保

井

手

至

三
辺
清
一
郎

橋

本

四

郎

二
十

の
命
の
た
た
な
づ
く

「
目
を
や
す
み
」

起

好弘!唄芳
夫通三男

う
ま
し

=

十

王

号

久
忍巌孝

の
長
歌
と
短
歌

呂
長
歌
寸
言

人
窟
作
品
の
形
成

叙
景
歌
と
人
麻
日

龍
田
山
と
狭
山
今
島

人

土

崎
五

味

智

英

松

田

好

夫

大
浜
厳
比
古

木
下
犬
養

「

広

さ

」

と

「

狭

き

」

浅

見

「
し
の
の
め
・
い
な
の
め
」
放
井
手

八

麿

集

の

書

ヂ

ゼ

め

ぐ

っ

て

阿

蘇

志

賀

白

水

郎

歌

の

原

意

の

問

題
笠
井

序
詞
の

い
く
ひ
き
〉
考

高
葉
集
に
お
け
る
「
者
」
宇
の
用
法

机
之
島
考林
の
形
態
に
つ
い
て

話
十
七

市
之
助

保

正
博
正
俊
久
孝

=

十

六

号

反
歌
放
序
説

ね
も
こ
ろ
に
君
が
聞
乙
し
て

憶
良
の
用
語
「
そ
れ
」
と
「
ま
た
」
井
手

準

不

足

音

句

考

木

下

の
杜
家
立
成
を
め
ぐ
っ
て

吉
井

貞
治

沢西
潟野

廿

敏
利
雄
克
彦

=

十

七

号

高
葉
語

葦
垣
の
思
ひ
乱
れ
て

賀小
古島

五
九

孝
正芳
俊至男巌

久貞
孝治

憲
明之



の
意
味
用
語
を
め

「
は
た
」

ぐ
っ
て

奈
良
遷
都
途
中
の
歌
に
つ
い
て

我
れ
し
行
き
な
ば
磨
け
篠
原

近
江
荒
都
の
歌

「
濃
」
の
仮
名
遣
其
他

=

十

八

号

引
用
歌
の
転
用

大
伴
旅
人
の
帰
京
行
程

高
葉
集
に
お
け
る
用
字
法
の
一
面

高
葉
の
カ
マ
メ

佐
宿
木
花

=

十

九

号

冨
関山
部
赤
人
の
「

「
隼
人
の
満
門
」
考

「
寓
葉
考
」
の
校
本

新
撰
字
鏡
と
遊
仙
窟

遊
仙
窟
の
影

「
浜
松
之
上
裕
雲
棚
引
」

の
カ
マ
メ
」
を
読
ん
で

木清西吉井
下水宮永手

一一一

号

寸・

至登
一
民
克
彦
正
俊

「
こ
と
ば
」
と
「
字
音
仮
名
」

上
代
語
の
清
濁
を
中
心
に
|

「
入
日
哉
」
其
他

連
体
格
ぞ
構
成
す
る
助
調
二
つ

ー
格
助
詞
〈
な
〉
と
格
助
詞
〈
つ
〉
と
i

「
乱
れ
い
づ
見
ゆ
」

い
づ
ゆ
」
か

か
「
乱
れ
て

伊川
藤

山
本
徳
次太一
郎郎久郎博

一一一十

一
号

軽
の
妻
の
死
せ
る
時
の
歌
!
人
麻
自

の
作
歌
精
神
|

「
入
船
多
気
」
を
め
ぐ
っ
て

「
水
島
」
考

玉
葉
和
歌
集
中
の
高

高
葉
集
講
話
廿
二

「
落
易
」
の
訓
な
ど

朝
月
日
向
黄
楊
櫛

「
者
実
奴
」
考

頼自栄 久
進人治ー至孝

動
調
「
ウ
ラ
ム
」

沢井
手
稲
村
花
田
洞
野
蔵
中
小
島
蜂

矢

宜

朗

川
村
多
実
ニ

三

十

号

の
イ
ハ
パ
シ
ル
・
ハ
シ
リ
ヰ

.
ハ
シ
リ
デ

木
下本

塚塚
原原

西清
宮水

沢浜
潟口

木小加橋
下島地本

井
手

六

O

正四
俊郎

「
し
こ
る
」
「
あ
き
じ
こ
る
」
致

笠
女
郎
の
歌
の
位
置

読
添
へ
と
書
添
へ
の

伽
へ
表
記
と
連
組
的

「
見
所
久
思
」
考

「
佐
檎
の
隈
み
」
考

ー
連
組
的
読

へ
表
記
l

幸鉄
子雄

一
一
一
十
三
号

久

訓
仮
名
を
め
ぐ
っ
て

連
歌
源
流
の
考
|
佐

上
市
の
歌
を
中
心
に
|

絶
え
む
の
心
わ
が
思
は
な
く
に

|
陳
述
を
め
ぐ
る
問
題
|

に
か
も
降
ら
る
上
口
号
ニ
首

伸四久博一克
行郎博孝章久民彦

住

一-一十

号

の
「
寝
」
字
l
「
大
御
寝
也
」

の
試
訓
そ
の
他

「
・
記
」
の
シ
に
つ
い
て

に
お
け
る
ア
キ
レ
ス
の
麗

に
関
す
る
一
二

正
俊

の
問
題

正
訓
字
の
整
理
に
つ
い
て

相
十
五
番
の
歌
「

」
の
よ
み
に
つ
い
て
の
私
見

至

明
己

吉
田

金
彦

山西
田宮矢

橋
本

木浅
下見

福門
田前

清池吉
上永

弘一宣
通民朗

四
郎

忠
夫

芳正
男俊徹

真
一寛

禎
造登孝



の
時
代
区
分

出
典
問
題
を
め
ぐ
る

高
葉
語
嚢
の
構
造
|
(
そ
の
一
)

名
調
に
つ
い
て
|

倭
建
命
と
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て

誤
字
説
を
め
ぐ
っ
て
l

「
(
棒
)
」

と
「
抽
(
岬
)
」
の
場
合
|

説
伝
の
定
着

本
文
批
評
の
根
抵

反
歌
と
し
て
の
短
歌
の
成
立
過
程

長

屋

王

故

一

首
一
-
一
十
車
号

一
一
一
十
六
号

島
阪
倉
吉
井

沢木西
潟下宮

中
西

上
代
語
の
清
濁
|
借
訓
文
字
を
中
心

と
し
て
|

西
宮

に

お

け

る

の

清

濁

表

記
!
特
に
一
一
音
節
訓
仮
名
を
め
ぐ
っ
て
|

の
上
に
鳴
く
な
る
雁
の
|
右
大
臣

橘
家
宴
歌
|

阿
倍
乃
嶋
と
佐
農
能
岡

一
一
一
十
七
号

荒
木

憲忠
之雄

清
水

旅
人
の
宮
廷

舎
人
と
挽
歌
l
人
麻
呂
舎
人
説
の
基

礎
的
考
察
と
し
て
|

間
目
と
比
較
し
て
み
た
狛
諸

阿
蘇

巌

吉澗
井野

成
の
抗
む
女
ー
そ
の
伝
承
の

打
布
裳
の
訓
に
つ
い
て

一民
正
俊
久
孝

一
-
一
十
八
号

た
ち
の
高
葉
観
土
屋
吉
永
神
堀
伊
藤
中
西

子
規
及
び
そ
の

進敏

の
歌
に
見
ら
れ
る
も
の
二
つ

類
来
古
集
の
部
類

は
ち
す
|
戯
笑
歌
の
一
解
釈
|

夜
隠
中
臣
宅
守
茅
上
娘
子
贈
答
歌

一民

一
一
一
十
九
号

久

土
橋
横
井

の
場
合
l金
井

ツ
ノ
サ
ハ
フ
・
シ
ナ
テ
ル
・
シ
ナ
タ
ツ

l
枕

詞

の

解

釈

を

め

ぐ

っ

て

|

井

手

「

布

扉

越

者

」

に

つ

い

て

西

宮

「
見
る
」
こ
と
の
タ
マ
フ
リ
的
意
議

家
持
の
芸
境の

色

芳
男
良
雄

→圃

号

回

克
彦

-
防
人
歌

瑞
枝

上
代
の

の
解
釈
万
法
に
す
る
問
題
|

枕
調
と
呪
農
l

「
花
散
ら
ふ
」
と

「
み
雪
ふ
る
」
の
発
想

紀

女

郎

の

譜

技

巧

l
「
戯
奴
」
を

め
ぐ
っ
て

l

井
手
桜
井

頼
進藤人

石
中
の
死
人
を
見
て
作
れ
る
歌
|

人
麻
呂
に
お
け
る
歌
の
実
用
的
性
格

に
つ
い
て
1

夏
の
野
に
わ
が
見
し

藤清
原水

文
明登忍博進

芳
男

lま

四

十

一
CI 
下ヲ.

「
し
み
ら
」
と
「
す
が
ら
」
|
ヒ
ネ

モ
ス
・
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
の
意
味

l

「
具
フ
」
の
仮
名
遣
を
め
ぐ
っ
て
西
宮

人

麻

「

開

木

代

」

に

つ

い

て

博寛

浜井
口手

仙
覚
新
点
歌
流
伝
の
一
形
態

い
づ
ち
む
き
て
か
あ
が
わ
か
る
ら
む

憶
良
「
思
子
等
歌
」
序
文
の
典
拠

井
村

清
一

回

寸・

=

号

民至

ミ
の
形
を
め
ぐ
る
問
題

一
形
容
調
の
カ
リ
活
用
及
び
打
消
の

F

調
ザ
り
に
つ
い
て
|
特
に
集

助

六
一

徹至
克
彦
芳
男

一民至
哲次
夫郎

四
郎



に
お
け
る
議
訓
す
べ
き
不
安
・
不
遠

・
不
近
・
不
悪
・
不
有
を
め
ぐ
っ
て

雄
略
御
製
の
伝
謂

抗
む
女
合
己
|
佐
用
比
売
伝
説
を

め
ぐ
っ
て
|

四

十

三

号

仙八

立
つ

の
性
格

の
「
行
く
」

の

イ

と
「
来
」

l

仮
名
表
記
と
読

治
者

J¥ 

四

十

四

号

中
西

吉
井

清土
水橋

木蜂井
下矢上

「

な

に

」

と

「

い

か

に

」

と

木

下

人

麿

作

口

一

の

形

成

中

西

歌
日
誌
の
空
白
|
歌
わ
ぬ
詩
人
家
持
|
伊
藤

四

十

五

号

見
る
歌
の
発
想
形
式
に
つ
い
て
|

「
見
ゆ
」
を
中
心
に
l

吉
備
津
采
女
死
せ
る
時
の
歌
|
柿
本

人
麻
目
論
の
内
|

田
辺
福
麿
之
歌
集
と
五
つ
の
歌
群
ー

そ
の
用
字
を
中
心
と
し
て
|

吉
井

清
水

古
屋

助
詞
「
し
」
の

の
周
辺
l
川
端

久

四

十

六

巌

高
葉
の
解
釈

二
つ
の
「
賀
」
か
ら

高
葉
の
郎
女

巻
十
七
の
対
立
異
文
の
持
つ
意
味

紐
ニ
題

l
「
た
だ
な
ら
ず
と
も
」
と

「
つ
け
し
組
と
く
」
|

克
彦

正宣展
俊朗子

四

十

七

号

吉
野
の
「
可
牟
思
太
」
「
可
牟
能

正
博進俊

に
つ
い
て

「
高
葉
考
」
巻
七
以
下
に

本
文
批
評

助
詞
「
も
」
の
説
l
文
末
の
構
成
l

磯
城
子
と
「
河
内
壬
」

る

巌

四

十

八

号

克
彦

「
思
子
等
歌
」
の

伺
処
よ
り
来
り
し
も
の
ぞ

の

彰

木
下

木
下

吉
井

六一一

善
明

助
詞
「
も
」
の
説

l
ニ、

に
鳴
く
干
烏
か
も
|

許
忌
多
受
久
母
可

心
も
し
の

四

十

九

号

正芳正
俊男俊

に
於
け
る
記
号
と
し
て
の

一
云
と
或
云

「
所
依
」
「
所

石
橋
と
岩
橋

日
下
の
直
越

は
け
我
が
背

話
訓

寸・

号

宜

宮
本
喜
一
郎

神川河
田端野

渋柳井
谷川村

「
あ
れ
を
と
め
」
考

利
雄

「
は
ぱ
き
」

同
葉
集
に
於
け
る

の
用
法

狛
諸
成

ぐ
っ
て

の
方
法
を
め

「
可
」

「
応
」
字

秀善
夫明

の
権
威

l
旅
の
歌
の
一
解
釈
|

壱
岐
対
馬
行

虎哲
雄清夫

車

十

一
号

木
氏
の
所
論
に
関

高連
し
て
|

1
 
1
 
1
 

後西井木藤
藤宮手下原

橋土
本

河
野

沢
鴻

吉
田

四
郎

利一 正芳
雄民至俊男

四
郎久

久
孝博

義
孝



の
仮
名
に
つ
い
て

集
の
用
字
l
基
礎

し
て
、
助
調
の
表
記
に
つ
い
て
|

翻
刻
荒
木
田
久
老
「
竹
取
翁
歌
解
』

音
訓

車

十

=

崇
神
・
霊
仁
の
王

一
要
韮
イ
リ
の
検
討
に
関
連
し
て
l

「
日
下
の
直
越
」
説
に
対
す
る

数
条
筑
前
守
憶
良
の
同
僚
・
下
僚

の点

車

十

三

号

「話上
なを代
りめ伝
」ぐ承
にのっ試
|つ表て論
歌い記 I I 
ての聖
|意徳
味太
す子
る片
も岡
の説

生
の

王

基
盤
と
額
田
メ
モ
の

「
溢
す
」
と
「
駿
つ
」

車

十

四

号

の
創

大
伯

子

稲
岡

浅
見

吉
井

井奥
村野

高田
島

吉
井
木
下

神清
堀水

近
江
荒
都
歌
の
文
学
史
的
意
議
(
下
)

「
擬
人
麿
歌
」
考

山
水
方
め
て
滋
し

竹
取
翁
歌
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

大
宰
帥
大
町
卿
像
従
等
の
轄
旅
の
歌

金
村
の
歌
一
首
l
巻
三
・
三
六
七
番

i
井
村

故
無
考

耕
ニ

依
巨
勢
道
考

近
江
荒
都
歌
の
文
学
史
的
意
義
(
上
)

徹

王

十

王

号

哲健
夫治

亙

十

六

号

壮
至

歌
と
物
語
の
交
渉

上
毛
野
伊
奈
良
の
沼
考
l
高
葉
地
理

の

一

と

し

て

|

光
平

孝

正
俊巌

し
」
考

手
火
の
清
濁

旧
訓
の
意
味
す
る
も
の
|
白
髪
為
子

等
母
生
名
者
|

克
忍彦

王

十

七

に
お
け
る
美
人

山
田

中川伊
西口藤

土
橋

木小神飯
下島堀

渡
部

弘
博通

日
本
挽
歌

l
主
と
し
て
そ
の
構
成
に

つ
い
て
|

梅
花
歌
三
十
二
首
の
成

借
訓
仮
名
の

の

次哲芳四 常
郎夫男郎進孝博

五

十

八

号

に
お
け
る
「
ら
む
」
と
「
と

い
ふ
」
と
の
交
渉

四
八
番
の
歌
私
按

「
清
江
乃
木
笑
松
原
」
私
按
|
交
用

表
記
中
の
「
笑
」
に
就
き
て
i

五

十

九

号

原村
田山

浅
見

稲
岡

の
本
質
!
伊
藤

同
形
歌
少
異
歌
放
|
高
葉

日
本
霊
異
記
の
筆
録

書
紀
の
出
典
ぞ
め
ぐ
る
二
、
三
の

和
夫

正
俊之忍

ー「

世
I 

「
弟
世
」
と

字
書
添
え
の
意
識
|十

.ι. 
J、

号

耕
ニ

桓
武
・
平
城
朝
の
文
学

i
其
の
一
ー
ー

大
宝
二
年

若
い
虫
麻
自

の
連
作

和
雄

六
三

西
宮

稲
岡

井中小
村西島

貞
義出

次
郎

耕
二

節
也博民

耕
ニ

憲
之

忠哲
雄夫



宮
廷
歌
人
田
辺
福
麻
日
l
橘
諸
兄
と

の
関
連
に
つ
い
て
|

高
葉
集
に
お
け
る
人
麻
日
歌
集
の
採

ー
略
体
・
非
略
体
の
認
定
を
め
ぐ
っ
て
|
渡
瀬
忠

高
葉
集
歌
の
掛
詞
に
つ
い
て
(
下
)
大
久
保
正

「

葦

附

水

松

之

類

」

私

考

和

田

徳

一

居
り
居
り
て
物
に
い
行
く
と
は

橋
本

六

十

一
回
可

の
掛
調
に
つ
い
て
(
上
)

聖
徳
太
子
片
岡
説
話
の
形
成

火
中
な
ら
び
に
海
幸
山
幸
説
話

の

天

へ

の

吸

収

に

つ

い

て

大
久
保

蔵
中

吉
井

六

十

号

橋
本

六
十
一
一
一
号

末
期
に
お
け
る
大
伴
家
持
と

一

族

(

上

)

神

堀

防
人
歌
の
発
想
l
丈
部
の
歌
を
中
心
に
|
桜
井

仮
名
遣
を
通
し
て
見
た
る
住
吉
神
代
記
西
宮
藤
原

わ
が
衣
人
に
な
着
せ
そ

池
主
の
戯
歌

(
枕
調
)
の
技
巧
性
に
つ
い
て

ー
文
学
史
の
問
題
l

北
山

梅
花
の
歌
三
十
二
首
に
見
え
る
「
我
」

に

つ

い

て

吉

永

上
代
の
借
訓
仮
名
と
母
音
脱
落
現
象

を
め
ぐ
っ
て

「
な
り
」
の
表

と
情
緒

l

四
郎

六

十

四

号

進正

に
お
け
る
持
情
の
性
格

人
麻
呂
作
「
献
泊
瀬
部
皇
女

皇
子
歌
」
の
考

古
今
の
寓
葉

ι

末
期
に
お
け
る
大
伴
家
持
と

一
族
(
下
)

坂
部

巌

六

十

亙

号

達
雄

と
そ
の
周
辺
l

と
大
嘗
の
よ
み
と
意
味

白
鳳
遺
文
と
古
事
記
の
文
体

懐
風
藻
を
め
ぐ
っ
て

磐
瀬
の
膜
ぎ
と
明
日
香
の
模
ぎ

』情

と

六

十

六

号

忍
一
民
芳
男彰

ー
そ
の
意
欲

六

十

七

号

六
四

人
麻

清
水

克
彦

五
の

伊橋
藤本

達
博

ぐ
っ
て

東
の
大
寸
御
門

上

と

「

虎

狼

」

「
熊
狼
」

神
堀

忍

六

十

八

号

清

水

克

彦

直
木
孝
次
郎

西

宮

一

民

小

島

憲

之

山

田

弘

通

ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
神

締
め
出
さ
れ
た
神
|

莫
嵩
円
隣

沫
雪
の
降
る
に
や
来
ま
す

l
十
六
・

三
八

O
四

i
五

カ〉
ら

六

十

九

号

意.

正
迫

高

葉

第

十

六

図
ぞ
め
ぐ
っ
て

原
八
十
島
神
祭
歌
謡
を
め
ぐ
る

日
本
霊
異
記
に
お
け
る
役
行
者
説
話

の
再
検
討
「
当
頭
考
」
続
紹 そ

の

久

号

七

十

敏

「
げ
り
」
の
意
味
分
化
ー
そ
の
現
実
性

実

性

と

性

|

古
屋

粂吉
川井

井
村

本清
田水

中
村
小
島

忠
文芳
雄男彰

定
一巌

哲
夫

克
彦

宗
彦
憲
之



「
ま
し
じ
」
か
ら
「
ま
じ
」
へ
の
推
移
後
藤

多
多
岐
」
を
め
ぐ
っ
て
本
田
西
宮

一「

岐

令
集
解
と
玉

一

七

十

号

茨
団
連
の
祖
先
伝
承
と
茨
田
堤
築
造

の
物
語

「
べ
し
」
の
推
定
性
|
様
相
と
推
定

吉
井

と

中
西

集
に
お
け
る
「
繁
」
字
の
用
法

|
「
人
目
を
し
げ
み
」

七

十

号

聖

武

に

よ

る

本

の

成

立

|
蒔
葉
集
巻
二
十
の
悲
運
|

母
音
の
体
制
的
交
代

倭
の
六
の
御
県

三
ニ
二
七
番
「
秋
住
者
」
の
訓

西吉川伊
宮井端藤

七

十

三

号

「

は

経

国

の

大

業

」

小

島

憶
良
ら
の
論

i
罷
宴
歌
は
避
宴
歌
か

l
井
村

高

葉

集

巻

十

四

東

歌

私

見

阪

本

妹

背

山

女

男

の

打

橋

木

下

大
伴
ホ
ム
ツ
ヲ
ケ
王
|
崇
神
王
朝
の
後
継

者

像

!

「
宇
都
志
意
美
」
考

「
懐
風
藻
し
の
百
に
つ
い
て
|

「

胡

人

読

コ

こ

ー

そ

の

付

国
〉
門
戸
k
r
H
ω
叶
〈
〉

e.z
次
郎

淡
海
三
船
「
送
コ
戒
明
和
尚
-
状
」
考

和
彦

第

七

十

四

号

一義
民寿巌

宇

「
家
も
あ
ら
な
く
に
」

久

七

十

亙

号

一善
民巌明博

人
麻
呂
集
の
皇
子
追
悼
挽
歌
l
子
松

が
う
れ
ぞ
ま
た
も
見
む
か
も

i

坂
上
大
嬢
の
越
中
下
向

殺
目
山
寸
考

み
み
ら
く
考

正信哲憲
俊幸夫之

島
吉
井
毛
利

松高大渡
田橋越瀬

進
憲
之

正
守巌

昌
忠文

六
五



金彦32

義孝51
国

田

吉

吉よ

qi 

徳一 762

昌忠6267 75 

和雄57

わ

和田

渡部

博39

巌 510 15 22 26 

34 37 42 45 46 

52 53 61 68 71 

72 74 

登 14 6 8 12 

13 15 17 21 27 

34 38 66 

井

井

横

吉

吉永

--fτ 

17 

弘通1522 32 54 65 

孝雄 317 

や

清48

森本

川

崎

岡

田

山

山

山

山

j翠

潟

久

全

当審

七六車四三，

孝

六
六

I3 

本

文

リ
五
九
0
ペ
ー
ジ

価
三
、

五
O
O円

訓
話
五
十
年
、
故
の
生
涯
を
か
け
た
精

細
周
到
な
校
訂
を
経
て
成
っ
た
揮
潟
高
葉
。

上
段
に
本
文
を
、
下
段
に
訓
下
し
文
を
対
比

さ
せ
、
校
注
を
付
し
た
学
徒
必
備
の
一

発

売

中

ニ、
0
0
0
円

ニ、
0
0
0
円

ニ、き
C

円

ニ
、
き
ロ
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